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公益財団法⼈ ⻑崎県産業振興財団 



◎ 令和３年度 事業報告 
  
 
Ⅰ 地場中⼩企業⽀援 
 
１．中⼩企業営業⼒強化総合⽀援事業 （公１）営業⽀援事業会計  予算額  ９０，１５５千円 
                                          決算額  ６７，５８０千円  
                                       （うち⼈件費  ５７，６５２千円） 
 
【事業⽬的】 
 県外を中⼼とする中堅・⼤⼿企業からの発注を県内企業へ斡旋。販路開拓・取引拡⼤を通じて、
設備投資・雇⽤創出など、県内中⼩企業の業容拡⼤を促進する。 
 

施策項⽬ 実施内容 
下請企業振興事業(県) 

【決算額 ２，７１２千円】 
〇発注情報収集 

・県内外発注企業開拓訪問        １１８社 
・県内外企業発注ニーズ調査     ２，６３１社 
・発注開拓同⾏訪問          ６３社 

〇受注情報収集 
・県内受注企業訪問/ニーズ調査     ９７０社 
・企業ガイドブック作成      １，０００部 
 

地場企業取引拡⼤⽀援事業(県) 
【決算額 ３，０３３千円】 

 

〇ビジネスマッチングフェアの開催 
（web 開催１回含む） 

・参加企業数 県外発注企業  ２６（１３）社 
       県内受注企業  ７０（３７）社 
・初回新規取引     ３件  １３，２００千円 

    (過去開催分で当該年度成約した案件含む) 
〇スポット商談会の開催  （web 開催５社含む） 

・招聘県外企業数           延べ１７社 
・訪問県内企業数         延べ７８社 
・初回新規取引    ２件  １０，３２４千円 

〇他県商談会（製造技術マッチングフェア）への参画 
・参加企業数 発注企業       延べ６１社  

受注企業 １４７社（県内１９社） 
・初回新規取引     ４件   ３，８００千円 

 



〇コロナを⾒据えた対応 
 ・リモートによる Web 商談会等の実施   ６回 
 ・県外商社等と連携した発注情報の収集 
    県外商社と情報提携の覚書の締結  ２社 
 

成⻑産業サプライチェーン強化⽀援事
業(県) 

【決算額３０，７０７千円】 
※公１、公４事業 合計 

 

〇認定グループへの⽀援 
・今年度認定⽀援グループ数     8 グループ 

 ・コーディネータ個別⽀援実績       １３１件 
 ・初回新規取引   ２１件 １８２，１２０千円 
 

中⼩企業後継者育成事業(基⾦) 
【決算額 ０千円】 

 

〇経営管理者養成セミナーの開催（開催中⽌） 
 ・テーマ「ＭＱ戦略ゲーム研修」 

・開催⽇：令和４年１⽉２８⽇・２９⽇（当初） 
     令和４年２⽉２６⽇・２７⽇（延期） 
 ※まん延防⽌措置期間と開催⽇が重なり中⽌ 
 

ISO 認証取得⽀援事業(⾃主) 
【決算額 １，０３０千円】 

〇内部監査員養成研修会の開催 
・参加者数         

  ＩＳＯ９００１    ３回 １７社 ４９名 
  ＩＳＯ１４００１   １回   ４社 １１名 
 

※（県)＝県受託事業  (基⾦)＝基⾦事業  (⾃主)＝財団⾃主財源事業 
 
 
【成果・実績】 

指  標 令和２年度 令和３年度 
 実 績 ⽬ 標 実 績 達成率 

成約後年間取引額 307,191 千円 600,000 千円 251,875 千円 42.0 ％  

新規成約件数 55 件 80 件 45 件 56.3 ％  

新規(初回)成約額 208,358 千円 250,000 千円 180,985 千円 72.4 ％  
 
 
 
 
 
 



２． 航空機関連産業⽀援事業 （国・県） 
 （公１）航空機関連産業⽀援事業会計         予算額 ２３，２３３千円 

決算額 １５，２８９千円 
（うち⼈件費   ７，５８６千円） 

 
【事業⽬的】 

製造業⼜は機械設計業を営む県内企業等の企業間連携による航空機関連産業への参⼊に 
向けた取り組みを⽀援し、県外需要の獲得と県内企業への波及効果の最⼤化を図る。 

 
施策項⽬ 実施内容 

航空機関連産業地場企業取引拡⼤⽀援事業  
(県)  

【決算額  ８，１５５千円】 

〇発注情報提供 
・県外発注企業訪問／ニーズ調査 延べ５７社 

〇受注情報提供 
・県内受注企業訪問／ニーズ調査 延べ６３社 

地域産業デジタル化⽀援事業 
「航空機エンジンメーカーへの DX サプライチ

ェーンによる製品提供」                (国) 
(新規) 

【決算額  ７，１３４千円】 

〇実証事業（間接補助事業）に対する⽀援 
２テーマ 

〇DX 化のための情報基盤調査    ５社 
○情報セキュリティグローバル調査 
○DX セミナーの開催   ４回（１８９名聴講） 
〇デジタルコンテンツ制作      ４本 
〇実証企業の発掘          ５社 

 
【成果・実績】 

指  標 令和２年度 令和３年度 

 実 績 ⽬ 標 実 績 達成率 

企業訪問  ６５社 延べ８０社  延べ１２０社 １５０％ 
サプライチェーン参画 
企業 

―    ３社      ５社 １６７％ 

 

 
 
 
 



３．ナガサキ地域未来投資促進ファンド事業（基⾦） 
（公１）地域未来ファンド事業会計        予算額  ４７，０５５千円 

                         決算額  ３１，９６１千円    
                              （うち⼈件費    ９，１９８千円） 
 
【事業⽬的】 
 将来の成⻑が期待できるものづくり分野において、県内中⼩企業者等の新技術・試作品・ 
新製品の事業化調査から研究開発、販路開拓までを総合的に⽀援し、本県経済を牽引する 
産業の創造と集積を⽬指す。 
 

・基⾦額  ４０億円 
・実施期間 平成３１年度から令和１０年度まで (１０年間) 

⽀援重点分野 助成対象 
〇成⻑ものづくり分野 

(造船・プラント、航空機) 
〇環境・エネルギー関連分野 
〇第 4 次産業⾰命関連分野 

(半導体、ロボット、組込・IoT 等) 
〇⾷料品製造分野 

①技術応⽤・事業化調査事業 
  基礎技術を応⽤し、初期段階における研究開発や事

業化調査・市場調査等の費⽤を助成 
②商品化研究・開発⽀援事業 
  新技術や新商品を研究開発するための費⽤を助成 
③⾒本市出展⽀援事業 
  販路開拓のための⾒本市出展に関わる費⽤を助成 
④認証取得⽀援事業 
  国際規格等認証取得のための費⽤を助成 
⑤⽀援機関事業(財団⾃主事業) 

(テストマーケティング⽀援) 
⼤都市圏などで開催される⼤規模⾒本市に財団が出
展ブースを借り上げて県内企業と共同出展し、販路
開拓を⽀援 

 
【成果・実績】 

助成メニュー 成果⽬標 
上記助成対象 ①〜④ 事業終了後３年度⽬までに事業化する件数  

⽬標 ６０％以上 → 実績 ４２．１％ 
          （令和２年度末までに終了１９件のうち８件） 

上記助成対象 ➄ 有効商談数 
⽬標 １５件 → 実績 ５件 （オンライン展⽰会のみ出展） 

 



 〇 令和３年度 交付決定の状況 

助成事業名 
助成⾦交付決定 助成⾦交付 

件 数 ⾦ 額 ( 千 円 ) 件 数  ⾦ 額 ( 千 円 ) 

① 技術応⽤・事業化調査 ２ ５,９５０ １ ２,９０６ 

② 商品化研究・開発⽀援 ４ １５,２７９ ０ ０ 

③ ⾒本市出展⽀援 ７ ５,５４７ ６ ４,５８５ 

④ 認証取得⽀援 ２ ２,６００ ０ ０ 

合        計 １５ ２９,３７６ ７ ７,４９１ 

※上記 ②、④の助成事業の事業期間は２年以内であることから、助成⾦交付は令和４年度 

〜５年度交付予定。 

 



 
Ⅱ 企業誘致推進 
 
１．企業⽴地推進等事業（県） 

 （公２）企業⽴地推進事業会計       予算額  １３７，０１１千円 
                      決算額  １１０，６５６千円 

                      （うち⼈件費   ７７，２６３千円） 
 
【事業⽬的】 
  優秀な⼈材の豊富さや地震が少なさなど、本県が有する優位性をアピールするとともに、

企業の課題解決型の誘致活動を推進することにより、県外企業の⽴地を促進し、雇⽤の拡⼤
を図る。 

  
< 参考：企業誘致ターゲット企業 > 

※活動⽅針 
   企業誘致の対象業種については、引き続き、製造業とオフィス系企業を中⼼とするが、 

企業の選定にあたっては、地域経済並びに雇⽤の⾯に波及効果をもたらす企業を念頭に、 
① 新卒者やＵＩターン就職の選択肢となる良質な雇⽤機会を提供する企業 
② 多くの雇⽤計画数を⾒込める企業 
③ 新たな基幹産業創出に資する企業 
④ 地場企業への発注が期待される企業 
⑤ 研究開発拠点⽴地の可能性がある企業 
を考慮し、重点誘致分野を次のとおり定める。 

 
〔重点誘致分野〕 

（製造業系） 
① ⾃動⾞関連（次世代⾃動⾞関連を含む） 
② 省エネ・⾃動化機械等の産業⽤機械関連 
③ ＩＣＴ・５G 関連（電⼦部品並びに⾃動⾞・ロボット等のソフトウエア、ものづくり

設計・開発分野 等） 
④ 半導体関連 
⑤ 医療関連（医薬、医療機器 等） 
⑥ グリーン関連（洋上⾵⼒、２次電池 等） 
⑦ 航空機関連 など 

（オフィス系） 
① ＩＣＴ関連（⾦融ＩＴ・情報セキュリティ関連 等） 
② ＢＰＯ、事務処理センター（保険・シェアード 等）など 

  
  



   
実施項⽬ 実施内容 

企業訪問 
延べ ２，１４３件 訪問 
(うちリモート８２４件) 

（１）企業誘致営業活動強化 
ア）⼤⼿製造業等の誘致実現を図るため、営業活動を推進 
  〔訪問件数は、延べ１，６０８件（リモート含む）〕 
イ）オフィス系企業の更なる誘致を図るため、営業活動を推進 

〔訪問件数は、延べ４０３件（リモート含む）〕 
ウ）有望案件の熟度アップを図るため、現地視察を誘導 

〔製造業系企業で８社、９件〕 
   〔オフィス系企業で１０社、１２件〕 
エ）集中訪問において、本県の⽴地環境の優位性（⼈材確保、 

ＢＣＰ対策等）を強く訴求 
〇岐⾩県、三重県に本社がある企業を訪問 
〔結果〕訪問企業 岐⾩県３１社（10/25〜29）、 
         三重県２２社（11/9〜11） 

→ 継続訪問対象企業４社を掘り起こした 
〇神奈川県、埼⽟県に本社がある企業を訪問 
〔結果〕訪問企業 ５６社（11/30〜12/3） 

→ 継続訪問対象企業９社を掘り起こした 
オ）離島への企業誘致の推進 

〔視察件数：１社（壱岐市）〕 
  カ）ウィズコロナ対策として、リモートによる⾯談を積極的に

実施 〔リモート⾯談件数：延べ８２４件〕 
 
（２）誘致企業のフォローアップ 

ア）既⽴地企業の⽴地満⾜度向上と拠点の維持・拡⼤に向け、 
⻑崎本部内のフォローアップ担当職員による継続訪問の実施 

イ）採⽤⽀援 
採⽤⽀援専任職員を中⼼に、国、県、市町、県内教育機関、

ＵＩＪターン担当部署等との連携し、効果的な情報発信や 
⼈材確保対策を実施 

〇「ハローワーク誘致企業説明会」への誘致企業の参加促進 
・開催回数／8 回（対⾯が難しい場合は Web 参加） 

       ・参加誘致企業数    ３２社 
・視聴者数      ２１０⼈〈以上延べ数〉 



 
【成果・実績】 

 
 
２．オフィスビル運営事業等（⾃主） 

 （公２）賃貸⼯場等事業会計        予算額 ２５５，４４９千円 
                      決算額 ２２７，９６５千円 

                       （うち⼈件費  ４，５５９千円） 
 
【事業⽬的】 
 企業誘致の受け⽫として整備したクレインハーバー⻑崎ビルの管理運営等を⾏う。 

 
 
【令和３年度 クレインハーバー⻑崎ビル運営  経常収⽀状況】 決算額  

    ※ 費⽤のうち、減価償却費   １１６，６２０千円  
 
 
 
 
 

指 標 
令和２年度 令和３年度 

実 績 ⽬ 標 実 績 達成率 
⽴地件数 ９社   １０社   ９社  ９０．０％ 

雇⽤創出数 １，１１１⼈ ５００⼈ ５０９⼈ １０１．８％ 

内   容 
〇ビル整備運営事業（⾃主） 【決算額 ２２５，８４０千円】 

クレインハーバー⻑崎ビルの管理運営（⼊居企業４社、１グループ） 
※ ⻑崎市借⼊⾦（建設資⾦）は、令和３年度より返済開始（令和３年度 

返済額 ５８，６０２千円） 
   ※ ⻑崎県借⼊⾦（建設資⾦）は、令和４年度より返済開始 
 
〇賃貸⼯場事業（⾃主）   【決算額 ２，１２５千円】 

過去に実施した賃貸⼯場等の⼟地・建物の管理運営等 

収益（賃料等） 費⽤（管理運営費等） 経常収⽀（償還積⽴等） 

  ３０１，６１０千円  ２２５，８４０千円  ７５，７７０千円 



（参考）クレインハーバー⻑崎ビル⼊居企業（満床） 
６Ｆ：チューリッヒ・インシュアランス・カンパニー・リミテッド 
５Ｆ：FWD 富⼠⽣命㈱ 
４Ｆ：㈱ペイロール 
３Ｆ：京セラコミュニケーションシステム㈱ 
２Ｆ：楽天⽣命保険㈱、楽天損害保険㈱、楽天インシュアランスプランニング㈱ 

（以上、楽天グループ） 
 

 
３．⼀般有料駐⾞場運営（⾃主） 
  （収３）⼀般有料駐⾞場運営事業会計    予算額  １７，０５４千円 
                        決算額  １６，１５５千円 

                              （うち⼈件費    ９６６千円） 
 

 【事業⽬的】 
   ⻑崎県、⻑崎市からの要請に基づき、企業誘致推進活動の⼀環として、財団が旧県営 

出島駐⾞場⽤地に建設したクレインハーバー⻑崎ビルの１階において、⼀般有料駐⾞場 
事業（収益事業）を実施する 

 
 

【令和３年度 ⼀般有料駐⾞場運営事業  経常収⽀状況】 決算額  
   
 
 
 

※ 費⽤のうち、減価償却費   ４，１５４千円 

収益（賃料等） 費⽤（管理運営費等） 経常収⽀（償還積⽴等） 

   １３，５８１千円   １６，１５５千円  △２，５７４千円 



令和3年度の企業誘致状況（R４年3⽉末時点） （単位︓⼈）

⽴地
協定

企業名
（本社所在地）

⽴　地
市　町 事　業　概　要 雇⽤

計画数

1 4⽉14⽇ ㈱⼩出製作所
（静岡県磐⽥市） ⻑崎市

【計画変更】⾦型設計開発業務、⾦型
パーツ部品製造、⾦型⾃動製造装置の
開発・製造、超⼤型ダイキャスト⾦型製造
等

20

2 4⽉23⽇ トランスコスモス㈱
（東京都渋⾕区） ⻑崎市 【増設】

BPOサービス 128

3 6⽉28⽇ ㈱シーエーシー
（東京都中央区） ⻑崎市

【増設】⼈事給与アウトソーシングサービ
ス、バックオフィスサービス、製薬会社向け
ＩＴアプリケーション運⽤サポート　等

80

4 9⽉21⽇ ふくおかクリエイト㈱
（福岡県福岡市） 佐世保市 船舶の設計 31

5 10⽉14⽇
パーソルワークスデザイン
㈱
（東京都豊島区）

佐世保市 【増設】BPOソリューション等 110

6 10⽉25⽇ サクラ精機㈱
（⻑野県千曲市） ⻑崎市

洗浄・滅菌装置関連分野の設計開発、
関連するシステム開発、産学連携を視野
に⼊れた要素技術開発　等

10

7 12⽉27⽇

SCSK㈱
SCSKニアショアシステム
㈱
（東京都江東区）

⻑崎市 システム開発・保守サービス 100

8 1⽉11⽇ KTX㈱
（愛知県江南市） 平⼾市

【増設】⾃動⾞内装⽤⾦型、⼈⼯関節、
航空機部品、蓄光製品、防災⽤品の製
造、きくらげ栽培

14

9 3⽉9⽇ ㈱ニジボックス
（東京都中央区） ⻑崎市 オンラインサービスの企画・制作・開発にお

けるフロントエンドエンジニアリング業務 16

　 合 計 509



 
 

Ⅲ 起業・新事業展開⽀援 
（公３）新企業創出⽀援事業会計       予算額 ４７，５４７千円 

                     決算額 ４４，６９０千円 
                    （うち⼈件費  ２８，８６４千円） 
 
１．創業・起業⽀援事業 
【事業⽬的】 

 相談・助⾔、セミナー開催等により創業・起業を⽀援し、経済成⻑につながる新しい需
要創造や県外需要獲得につながるスタートアップ企業の創出と集積を⽬指す。 

 
施策項⽬ 実施内容 

スタートアップ拠点運営事業(県) 
【決算額 ７，０１４千円】 

 

○スタートアップ拠点「CO-DEJIMA」 
・利⽤者数      ３，９７６名 

 ・新規登録者数 １２１名（累計６００名） 
〇イベント実施（主催以外も含む） 

・開催回数         ４４回 
・参加者数      １，２２３名 

専⾨家等派遣事業(県) 
【決算額 ２０４千円】 

〇企業インストラクター派遣 
・派遣件数      ４社 １０回 

 
 
２．スタートアップ集積・創出促進事業 
【事業⽬的】 
  スタートアップ拠点「CO-DEJIMA」を起点に各種事業を実施し、スタートアップ企業

の創出と集積を⽬指す。 
 

施策項⽬ 実施内容 
起業家マインド醸成事業(県/基⾦) 

【決算額 ４７４千円】 
〇スタートアップラウンジの開催 

・開催回数         １３回 
・参加者数        ３６６名 

NAGASAKI 起業家⼤学(県) 
【決算額 ５，１１９千円】 

〇起業希望者などを対象に必要な知識習得
のための実践的な指導 
・個別指導受講⽣（全１０回） ６名 
・オープンセミナー参加者（全８回） 

 ２２７名 
 



 
 

スタートアップ集積⽀援事業(県) 
【決算額 １，２０３千円】 

○有識者（メンター）活⽤  
 ・財務、事業戦略等   ８社（７５回） 
 

 
 
【成果・実績】 

指   標 
令和２年度 令和３年度 

実 績 ⽬ 標 実 績 達 成 率 

スタートアップ 
企業⽴地件数 ３件        ５件        ４件 ８０．０%  

CO-DEJIMA 
利⽤者数 ２，８９６名 ５，０００名 ３，９７６名 ７９．５% 

 



Ⅳ 研究開発・事業化⽀援 
 
１．研究開発⽀援事業  （公４）研究開発⽀援事業会計    予算額  １７６，８４０千円 

                            決算額 １１４，０３２千円 
                           （うち⼈件費  ５７，９２２千円） 
 
【事業⽬的】 
 研究開発に関する相談対応強化や、産学官連携による新技術・新製品の開発⽀援により、県内
企業の次代を担う事業構築を図る。 
 

施策項⽬ 実施内容 

ものづくり基盤技術発展⽀援事業(基⾦) 
【決算額１０，２４６千円】 

 

〇県内製造業等を対象とした技術⾼度化⽀援 
・技術相談対応 
・⽀援施策適⽤⽀援  ⽬標 2 件⇒実績 4 件 
・競争的資⾦獲得⽀援 ⽬標 2 件⇒実績 3 件 
 

産学官イノベーション創出 
プロジェクト事業 (県) 

【決算額１３，６０９千円】 
 

〇産学官⾦連携サロンの開催 
・開催回数 ⽬標 年２回⇒実績 2 回（web 開催） 

〇サポイン事業推進 
・新規案件の組成⽀援 ⽬標 1 件⇒実績 1 件 
・継続案件⽀援    ⽬標 2 件⇒実績 2 件 

 
⻑崎県新エネルギー産業等 
プロジェクト促進事業(県) 

【決算額 ５，９３１千円】 
 

〇事業化⽀援 
・研究会開催  ⽬標 12 回⇒実績 18 回開催    
・個別案件⽀援 ⽬標  2 件⇒実績  ３件 
 

 

【成果・実績】 

指  標 
令和２年度  令和３年度  

実  績 ⽬ 標 実 績 達 成 率 

研究開発の共同体構築⽀援 − １件   5 件 500.0％ 

国等の競争的資⾦獲得 １件  ２件   3 件 150.0％ 

※ 下記 ２．海洋技術振興事業を含む 

 



２．海洋技術振興事業（⾃主） （公４）海洋技術振興事業会計   予算額  １２，６００千円 
                        決算額 １２，１９７千円   

    (うち⼈件費    ３，４６６千円)  
【事業⽬的】 
 ⻑崎県の海洋技術開発・海洋振興を⽬的とした、産学官連携による技術開発・調査研究を進め
る中⼩企業を⽀援する。 

 
・⽀援内容  地域産業の⾼度化及び地域に求められる海洋技術の開発・調査研究に関する 

産学官共同研究を⽀援。1 件 350 万円を上限として委託。 
 

企  業  名 研 究 テ ー マ 名 委託額（千円） 

（株）天洋丸 まき網漁業の持続性を⾼める集⿂ドローンの開発 ３，５００ 

（株）アドミン 養殖における⻑距離通信を可能とする⽔中観測装置の
基本モデル開発 

３，４００ 

 



 
 

Ⅴ 債権管理 
 
【取組⽅針】 

 貸付先の業況把握により債権管理に努めるとともに、未収債権（債務者・連帯保証⼈） 
については継続的な督促を⾏いながら、回収に努める。 

 

取組項⽬ 取組内容 

 
・債権管理 
 

 
○令和３年度 貸付債権回収状況 

 １７件   ２３，５４９千円  
〇うち未収債権の回収状況 

６件    １，８０７千円 
〇令和３年度末 債務者区分別貸出債権 

・正常先    １件      ２３６千円 
・要管理先   ２件   ２２，０４１千円 
・破綻懸念先  ７件   ２７，５１７千円 
・破綻先    ２件   １０，８４５千円 

計   １２件   ６０，６３９千円 

 
【取組の成果】 
  返済期限が到来し期限の利益が喪失した未収債権について、債務者等に粘り強く継続して 

対応した結果、１，８０７千円を回収した。 
翌年度も引き続き、債務者等に督促強化を⾏うとともに継続管理を⾏い、回収に努める。 

 



Ⅵ 財団運営基盤強化       法⼈会計  予算額   ２５，７２７千円 
                     決算額  ２２，９９３千円 
                  （うち⼈件費   ６，４１７千円） 
 
【取組⽅針】 

財団が⾏う事業やその成果を積極的、かつ、わかりやすく発信して財団活動の周知を図り、 
存在価値を⾼めることで公益財団法⼈活動の安定した運営を⽀える資源を担保し、経営基盤の
強化を図る。 
 

取組項⽬ 取 組 内 容 
⾃主財源の確保 
 

〇賛助会費の確保 
実績額  8,908 千円（238 件）（前年度⽐ 287 千円 減） 

 
⼈材育成の推進 〇実務研修受講 

各事業分野における職員の専⾨的な知識向上のため、OJT と
並⾏して⺠間事業者や全国中⼩企業振興機関協会等が実施する
実務研修会に参加した。 
 ・研修参加数  延べ ３名 

（内容： 全国協会 中⼩企業活性化担当者研修会 等） 
 ・コンプライアンス研修開催 

外部研修機関の専⾨講師による研修会を開催し、全役職 
員 64 名が参加した。 

情報公開・広報活動推進 〇マスメディアの活⽤ 
・新聞掲載、テレビ放映  19 件（前年度⽐ 10 件増） 

〇インターネットによる情報提供 
・ホームページ「よかネット⻑崎」の随時更新 

実績 273 回 
・電⼦メールマガジン   約 1,000 先へ配信 

実績 45 回 
〇広報誌による情報提供 

・発⾏部数／発⾏件数  2,000 部／年２回 

 
 
 
 



 
○理事会及び評議員会の開催状況 
 
〔理事会〕 
（１）第１回理事会（書⾯決議） 
   ・⽇ 時 ： 令和３年５⽉２１⽇（⾦） 
   ・議 事 ： 第１号議案  業務執⾏理事の選定について 
 
（２）第２回理事会 

・⽇ 時 ： 令和３年６⽉８⽇（⽕） 
   ・場 所 ： 出島交流会館 産業振興⽀援多⽬的ホール 
   ・議 事 ： 第１号議案  令和２年度 事業報告について 

第２号議案  令和２年度 決算について 
第３号議案  令和３年度 事業計画（追加）について 
第４号議案  令和３年度 補正予算について 
第５号議案  令和３年度 第２回定時評議員会の招集について 
 

（３）第３回理事会（書⾯決議） 
・⽇ 時 ： 令和３年６⽉２３⽇（⽔） 
・議 事 ： 第１号議案  代表理事の選定（再任）について 

第２号議案  業務執⾏理事の選定（再任）について 
 
（４）第４回理事会 

・⽇ 時 ： 令和４年３⽉１８⽇（⾦） 
・場 所 ： 出島交流会館 産業振興⽀援多⽬的ホール 

   ・議 事 ： 第１号議案  令和４年度 事業計画について 
第２号議案  令和４年度 収⽀予算について 
第３号議案  令和４年度における借⼊⾦の最⾼限度額について 
第４号議案  役員賠償責任保険の更新について 
第５号議案  会計監査⼈の報酬等について 
第６号議案  令和３年度 第３回定時評議員会の招集について 
第７号議案  代表理事の選定について 

 
〔評議員会〕 
（１）第１回評議員会（書⾯決議） 

・⽇ 時 ： 令和３年４⽉２０⽇（⽕） 
   ・議 事 ： 第１号議案  理事の選任について 
 



 
（２）第２回評議員会 

・⽇ 時 ： 令和３年６⽉２３⽇（⽔） 
   ・場 所 ： 出島交流会館 産業振興⽀援多⽬的ホール 

・議 事 ： 第１号議案  令和２年度 事業報告について 
      第２号議案  令和２年度 決算について 
      第３号議案  評議員の選任について 

第４号議案  理事・監事の選任について 
 
（３）第３回評議員会 

・⽇ 時 ： 令和４年３⽉３０⽇（⽔） 
   ・議 事 ： 第１号議案  評議員の選任について 

第２号議案  理事の選任について 
第３号議案  令和４年度 常勤役員の報酬について 
第４号議案  定款の改定について 

 
 
 
Ⅵ 産業振興⽀援多⽬的ホール（出島交流会館１１階）の施設管理（県） 

（収１）産業振興多⽬的ホール管理事業会計     予算額   ７４５千円 
決算額   ７４４千円 

                         （うち⼈件費  ６０１千円） 
 

当財団が⼊居している出島交流会館の１１階ホール（県所有の会議室）について、 
県より管理業務を受託し、県庁各課への貸出や施設の維持・管理を⾏った。 

(年間利⽤件数 ８６件) 
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